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　Be a Bridge to the World!!
 （小林香織）
　稿のまとめとして、このインターンシップに多大な
ご理解、推進かつ実施いただいた榊校長からインター
ンシップに関し、記載いただく。
７．インターンシップについて（榊　勉校長）
〈全力で子どもたちにぶつかる学生の姿〉
　今年のインターンシップに参加した小沼さん、坂口
さん、高橋さんの３人は時間を惜しまず子供たちと接
していた。日本人学校だけではなく日本の学校でもそ
うだが、小・中学校の教員にとって大切なことは、子
供と一緒に遊んだり、話したり、相談を受けたりする
ことである。私は、教職員は児童生徒と共にいてこそ
実態がわかり、確かな指導ができると考えている。児
童生徒のそばにいて、児童生徒と共に汗し、涙し、感
動することが大切である。そうすることによって、児
童生徒と教職員の信頼関係が一層深まり、教育効果が
上がるものと信じている。まさに今年のインターン生
３名はこのまま教壇に立っても良いくらい全力で子ど
もたちとの時間を過ごしていた。
〈協定書を結ぶまでの経緯〉
　バンドン日本人学校はここ数年、児童生徒数が10～
20名程度、校長を含めた派遣教員７名と現地採用日
本人教員１名の小規模な日本人学校である。私自身
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は教諭として、キト日本人学校（1989年４月～1992年３
月、現在は補習授業校）、校長としてカラカス日本人学校
（2011年４月～2014年３月、現在は休校中）の経験があ
る。本校は３度目の日本人学校の勤務であり、本校を含
めて３校とも小規模でアットホームな日本人学校である。
　小規模な日本人学校は教員が少ないため、校長が授
業を持つのは当然で、場合によっては担任を持つこと
さえある。毎日の授業や子供たちとの交流、行事、校
内研修、PTAや邦人社会とのかかわり等、小規模校で
も大規模校と変わらない活動を行うため、一人一人の
教員が担う仕事の量は多い。
　そんな中でのインターンシップである。着任初年
度、当時の教務主任からインターンシップの説明を受
け、本校の教員の負担は大変なものだろうと思った
が、これまで続いてきた事業でもあり、きっと負担以
上のメリットがあるのだろうと考え、継続することを
決意し、先生方の了解を得た。この年、群馬大学の伊
藤教授から協定書を結んでほしいとのお話があった
が、校長同士の引継ぎを確実に行うことで、インター
ンシップ事業は継続すると考え、少なくとも私が校長
として勤務している間は続ける旨、お伝えした。
　そして、今年のインターンシップを迎えた。今年も
昨年同様、上述のように３名の学生が全力で子どもた
ちと接してくれた。実はこのインターンの学生たちの
頑張りこそが、協定書を結ぶ原動力になったことは間
違いない。私が実際に見た２年間のインターンシップ
の学生の頑張りと、子供に向き合う真摯な態度、子供
たちの笑顔を見たとき、この事業を確実に継続するた
めに協定書を結ぶことを決意した。
　前述したように多忙な本校の教員ではあるが、協定
書を結ぶことに反対はなく、むしろ大賛成してくれ
た。実際に学生を指導する先生方の賛成が得られたの
で、その後は、学校運営委員会に諮り承認をいただ
き、伊藤教授との連絡の中で令和２年３月２日に協定
書を結ぶこととなった。
　今、思えば、この協定書を結んだ時期は新型コロナ
ウイルス感染症が広がり始めたころと重なる。この感
染症の影響で日本とインドネシアの間の人の行き来に
制限が加えられた。日本人学校も令和２年度は、ス
タートからオンライン授業である。おそらく令和２年
度のインターンシップは実施できないであろうから、
令和３年度以降にこの事業をスムーズに継続するため
にも協定書を結んだことは良かったと考える。
〈インターンシップの目的〉
　令和元年度より日本人学校での教育実習が認められ
るようになり、隣のジャカルタ日本人学校で教育実習
生を受け入れた。そんな時代の先駆け的な制度である
群馬大学のインターンシップは、近い将来教員となる
学生に海外の空気を直に感じてもらい、そこで学ぶ子
どもたちとの交流や指導を通して日本人学校の実情を
理解し、国際的な視野を身につけてもらうことだと、
私なりに理解している。日本全国から教員が集まり、
子供たちのために何ができるかを考え、全力で頑張る
先生方と触れ合うことはそれだけで、今後の教員とし
ての支えの一つになるのかもしれない。本校でイン
ターンシップをした学生たちが遠い将来、私たちとの
出会いを花の町バンドンに吹く風と共に思い出してく
れることがあれば、こんなにうれしいことはない。
〈職員研修に体験的な現地理解を〉
　おそらく、ほとんどの日本人学校が何らかの現地理
解教育を行っているのではないかと思われる。実際、
私が見聞した中南米、東アジア、東南アジア、大洋州
の日本人学校で現地理解教育を行っていない学校はな
い。ただ、多くの学校が伝統的・イベント的にそれま
で自校に続いている現地校との交流等を引き継いでい
る例が多いように思う。
　一方、職員研修の内容は日本のそれとそんなに変わ
らない、教科、道徳、特別活動、指導法や指導技術、
新しい指導要領の内容理解に関すること等を行ってい
る学校が多いようだ。かつて勤務した日本人学校で、
授業中に任国の治安や医療面、教育等について否定的
なことを言う派遣教員がいた。そういう教員がいると
生徒からの訴えを聞いた私は、校内研修を大きく変え
る決断をした。在外教育施設における校内研修は、任
国並びに任地（本校の場合はインドネシア並びにバン
ドン）を理解するための、体験的な研修が中心になる
べきだと考える。そうすることによって、教員自身が
任国並びに任地を好きになり、教師が子どもたちに現
地のことを語る言葉に重みが増し、現地理解教育に血が
通うのではないだろうか。教師自身の任国・任地に対す
る親しみが自ずと児童生徒に伝わっていくものと思う。
 （榊　勉）
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おわりに
　バンドン日本人学校における群馬大学教育学部生、
大学院生による在外日本人学校でのインターンシップ
は、その後、台北日本人学校（台湾）、釜山日本人学
校（大韓民国）、ハノイ日本人学校（ベトナム）、ヤン
ゴン日本人学校（ミャンマー）におけるインターン
シップとして発展してきている。
　令和元年８月、文部科学省における『トビタテ！グ
ローバル教師フォーラム』に伊藤が参加した折、群馬
大学の日本人学校におけるインターンシップを経験し
た現職の教員や学生が、数多く参加していることに驚
かされた。また、インドネシアに高い関心を持ち、同
じくバンドンにあるインドネシア教育大学へ１年間留
学する学生も出てきている。さらに日本人学校での教
鞭をとりたいと海外子女教育振興財団へ応募する学生
も現れた。実践を経て一人一人の中にこのインターン
シップが財産となり根付いてきていると思われる。
　これもインターンシップを受け入れてくださった校
長先生をはじめ教職員の皆様、関係者の方々のお蔭で
あると実感し、改めて感謝申し上げたい。今後もこの
インターンシップが継続され、発展することを期待し
ている。
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